
第
二
号
イ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

テ
ッ
ク
ビ
ル
ド
株
式
会
社

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
二
番
二
十
六
号

と
び

日
栄
イ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社

東
京
都
荒
川
区
西
尾
久
七
丁
目
五
十
七
番
八
号

溶
接
、
塗
装

株
式
会
社
豊
電
子
工
業

愛
知
県
刈
谷
市
一
ツ
木
町
五
丁
目
十
二
番
地
九

仕
上
げ

株
式
会
社
神
鋼
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
脇
浜
町
一
丁
目
四
番
七

十
八
号

グ
ラ
ス
ラ
イ
ニ
ン

グ

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

株
式
会
社
上
島
造
船
所

広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
東
野
千
五
百
七
十

一
番
地

溶
接

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

池
田
化
成
工
業
株
式
会
社

大
阪
府
岸
和
田
市
野
田
町
三
丁
目
六
番
三
十
号

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
成
形

山
陰
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

兵
庫
県
養
父
市
八
鹿
町
八
鹿
千
八
百
八
十
一
番

地
一

鉄
筋
施
工

第
二
号
ロ
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

植
竹
和
彦

栃
木
県
鹿
沼
市
上
永
野
四
百
十
九

耕
種
農
業

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
生
物

品
種
又
は
品
目

名
称

申
請

者

わ
た

除
草
剤
グ
ル
ホ
シ
ネ
ー
ト
耐
性
及
び
チ
ョ
ウ
目
害
虫
抵
抗

性
ワ
タ
Ｇ
Ｈ
Ｂ
1
1
9系
統

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
エ

ン
ス
株
式
会
社

平成™›年�月˜—日 火曜日 第œŸš 号官 報

公
明
党
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
七
日
に
、
基
準
日
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
前
に
お
い
て
同
党
の
所
属

国
会
議
員
遠
藤
乙
彦
の
住
所
が
「
栃
木
県
宇
都
宮
市
野
沢
町
三
六
三
e

一
」
か
ら
「
栃
木
県
宇
都
宮
市
江
野
町
一
一
e

一
五
」
に
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

公
明
党
か
ら
、
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
八
十
七
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）、
平
成
二
十
三
年
総
務
省
告
示
第
百
十
号
（
政
党
助

成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
及
び
平
成
二
十
四
年
総
務
省
告
示
第

七
十
九
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
同
党
の
う
ち

d

所
属
国
会
議
員
中
「
栃
木
県
宇
都
宮
市
野
沢
町
三
六
三
e

一
」
を
「
栃
木
県
宇
都
宮
市
江
野
町
一
一
e

一
五
」
に
改

め
、平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
三
百
九
十
四
号（
政
党
助
成
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ

た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
同
党
の
う
ち
d

所
属
国
会
議
員
中
「
栃
木
県
宇
都
宮
市
野
沢
町
三
六
三
e

一
」
を
「
栃
木
県

宇
都
宮
市
江
野
町
一
一
e

一
五
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号

政
党
助
成
法
（
平
成
六
年
法
律
第
五
号
）
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る

政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
と
と
も

に
、
併
せ
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
交
付
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
政
党
の
届
出
に
つ
い
て
、
訂
正
の

届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
総
務
省
告
示
第
七
十
九
号
（
政
党
助
成
法
第

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
訂
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

公
明
党
か
ら
、
平
成
二
十
四
年
五
月
十
七
日
に
、
基
準
日
（
平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
）
前
に
お
い
て
同
党
の
所
属

国
会
議
員
菊
地
と
し
子
（
竹
谷
と
し
子
）
の
住
所
が
「
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
二
〇
e

一
〇
」
か
ら
「
東
京
都
千
代

田
区
三
番
町
二
四
e

二
」
に
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

公
明
党
か
ら
、
訂
正
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
平
成
二
十
四
年
総
務
省
告
示
第
七
十
九
号
（
政
党
助
成
法
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
）
の
同
党
の
う
ち
d

所
属
国
会
議
員
中
「
東
京
都
千
代

田
区
一
番
町
二
〇
e

一
〇
」
を
「
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
二
四
e

二
」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
二
百
六
十
二
号

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
認
定
機
関
と

し
て
登
録
し
た
財
団
法
人
電
気
通
信
端
末
機
器
審
査
協
会
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

一

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

清
水

博

二

変
更
年
月
日

平
成
二
十
四
年
七
月
一
日

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
四
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
法
務
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
五
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
六
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
二
日
法
務
省
告
示
第
三
百
五
十
九
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
法
務
省
告
示
第
二
百
七
十
七
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）

の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動
の
項
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
平
成
二
十
三
年
一
月
六
日
法
務
省
告
示
第
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

法
務
大
臣

滝

実

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
九
号

次
に
掲
げ
る
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
生
物
に
つ
い
て
は
、
食
品
、
添
加
物
等
の
規
格
基
準
（
昭
和

三
十
四
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
七
十
号
）
第
１
Ａ
第
二
款
に
規
定
す
る
安
全
性
審
査
の
手
続
を
経
た
の
で
、
組
換
え
Ｄ

Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審
査
の
手
続
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
三
号
）
第
三
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子
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